
腎臓の構造や働きは？腎臓の構造や働きは？

腎臓は尿を作る臓器です。そら豆の形をしており、背中の腰の
上あたりに左右１つずつあります。１個の大きさは握りこぶしより
少し小さく、成人で120-150ｇぐらいです。重量では体重の200分
の1以下ですが、心臓から流れ出る血液の約1/5（約1L/分）が流
れており、これによって、私たちが生きていくために重要な役割
が果たされています。

細胞内液

24 L

汗など

便

細胞外液

口から食べる
（食事療法！）

12 L

　水 0 - 30   ﾘｯﾄﾙ
　塩 0 – 60g
　K 0 – 17,500 mg
　Ca 0 - 30,000 mg
　P 0 - 30,000 mg

（体重 60 kg）

健常人の最大
許容範囲 /日

最も重要な腎臓の働き；体の細胞が正常に働くために、細胞を取り巻く「細胞外液の
恒常性」を維持する事が最も重要な働きです

Na:140mEq/L
K:4mEq/L
Ca:10mg/dl
pH:7.4
など、常に一定
に保たれる

尿を出す（腎臓の
最も重要な働き！）


